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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年12月11日(2008.12.11)

【公表番号】特表2008-523140(P2008-523140A)
【公表日】平成20年7月3日(2008.7.3)
【年通号数】公開・登録公報2008-026
【出願番号】特願2007-546603(P2007-546603)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   1/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   1/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   1/18     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/24     (2006.01)
   Ａ２３Ｋ   1/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｘ
   Ｃ０７Ｋ  16/00    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   1/22    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   1/20    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   1/18    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  20/24    　　　Ｃ
   Ａ２３Ｋ   1/16    ３０４Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月21日(2008.10.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
多孔質炭水化物粒子に抗体結合性タンパク質リガンドを固定してなる分離マトリックスで
あって、リガンド密度が５．０～１０ｍｇ／ｍｌであり、メジアン粒径が６５～８４μｍ
である、分離マトリックス。
【請求項２】
分子量１１０ｋＤａのデキストランに対するＫａｖで表されるベースマトリックスのゲル
相分配係数が０．６５超である、請求項１記載の分離マトリックス。
【請求項３】
分子量１１０ｋＤａのデキストランに対するＫａｖで表される粒子のゲル相分配係数が、
０．６５～０．８５である請求項１又は請求項２記載の分離マトリックス。
【請求項４】
前記リガンド密度が５．５～９．０ｍｇ／ｍｌである、請求項１乃至請求項３のいずれか
１項記載の分離マトリックス。
【請求項５】
前記粒子のメジアン粒径が約７５μｍである、請求項１乃至請求項４のいずれか１項記載
の分離マトリックス。
【請求項６】
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前記粒子が架橋多糖類材料を含む、請求項１乃至請求項５のいずれか１項記載の分離マト
リックス。
【請求項７】
前記炭水化物材料が架橋アガロースである、請求項６記載の分離マトリックス。
【請求項８】
２．４分の滞留時間で４０ｍｇ抗体／ｍｌ分離マトリックス超の動的結合容量を与える、
請求項１乃至請求項７のいずれか１項記載の分離マトリックス。
【請求項９】
前記リガンドがＦｃ結合性タンパク質を含む、請求項１乃至請求項８のいずれか１項記載
の分離マトリックス。
【請求項１０】
前記Ｆｃ結合性タンパク質がプロテインＡである、請求項９記載の分離マトリックス。
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